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 学級づくりや好ましい人間関係づくりは、不登校の未

然防止や学力向上の基盤となります。「居場所づくり」

と「絆づくり」を意識して学級づくりをすることが大切

です。  

好ましい人間関係づくりに  

取り組む  

 まずは教師が児童生徒とともに「居場所づくり」を行っていくことで安心感や信頼感が生まれます。

そして、それにとどまることなく、学校全体で主体的な学びや協働的な活動を進めていくことによっ

て、児童生徒の間に絆が芽生えたり社会性が育まれたりしていきます。 

 平成２７年度がスタートしました。各学校におかれまして

は、学校教育目標に向かって、具体的な取組を始められている

ところだと思います。本年度も東部教育局は、学校訪問、要請

訪問、ワークショップ等を通して、子どもたち、先生方、学校

のために、職員一同、精一杯取り組んでいきたいと思っていま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本年度、東部教育局が大切にしたいことは、やはり、学力向

上に向けた授業改善（深まる授業）、道徳教育の充実、いじめ・

不登校対策、特別支援教育の充実等です。学力向上については

全国学力・学習状況調査において、各校の御協力をいただき、

県で分析して早い段階で学校にお返しするように計画してい 

ます。市町教育員会と連携した各学校への支援ができればと考えています。  

 昨年度、私の中で「愛着障害」という言葉がクローズアップしてきました。「愛着障害（岡田尊司著）

光文社新書」という本には、どういう愛情環境、養育環境で育ったのかということが、困難なケースほど

影響しており、そのことで症状が複雑化し、対処しにくくなっていると書かれています。また、愛着の問

題はほとんどの人に広く当てはまる問題でもあり、それを引きずっている人もいます。しかし、第三者が

安全基地として機能する部分があれば、愛着障害を克服する光が見えてくるということだそうです。 

 私自身のこと、私がかかわってきた子どもたちのことを振り返ると、これらのことを実感します。この

ような認識に立っていれば、もっとよりよいかかわり方があったのではないかと反省させられました。目

の前の子どもたちの姿は、過程があっての姿であり、サインであると思います。子どもたちをしっかりと

見取り、背景をつかみ、キーワードを「愛」として、安全基地となるかかわり方をめざして、子どもたち

を救っていきたいものだと思います。 

局長 杉本 仁詞 

特別活動の充実による自治力･学級力の向上 

・体験的な活動 

・構成的グループエンカウンターやＳＳＴなどを効果的に取り入れた学習 

・学習規律の確立 

・一人一人の役割分担と協力体制 

・児童生徒が主体的に取り組む授業づくり ・異年齢の交流活動 

・創作活動を通した集団活動 

 「学級づくり・ 

人間関係づくり」  

 推進事業も 

 始まります！ 

 「居場所づくり」 

誰もが安心できて、一人一人

が存在感を持てる場所にして

いきましょう。 

 
「絆づくり」 

授業や行事で、みんなが活躍

できることをめざしていきま

しょう。 
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担当 主 な 分 掌 

網川 次長

兼課長補佐 
○社会教育の推進  

寺谷 

社会教育主事 

○社会教育  ○情報教育 

○人権教育  

○家庭・地域との連携・人材  

担当 主 な 分 掌 

吉川 

課長補佐 

○学校教育指導の総括  ○市町教委訪問・学校訪問 

○市町教委・関係課との連携  ○学校経営・運営   

氏橋 

指導主事 

○幼稚園の教育課程  ○幼児教育 

○健康教育  ○研修派遣  

中林 

指導主事 
○特別支援教育  ○福祉教育  ○安全教育   

平山 

指導主事 

○中学校の教育課程  ○研究指定校の研究推進 

○校内研究  ○道徳教育  ○鳥取市の中学校教育 

原田 

指導主事 

○生徒指導  ○図書館教育  ○教科用図書事務 

○進路指導､高校入試  ○八頭郡･岩美郡の中学校教育          

中村 

指導主事 

○学力向上  ○エキスパート教員 

○初任者・経験者研修、教職員研修 

○鳥取市の小学校教育        

長見 

指導主事 

○小学校の教育課程  ○学校体育  ○国際理解教育 

○キャリア教育、環境教育 

○八頭郡・岩美郡の小学校教育 

今西 

教育相談員 
○高等学校教育相談   

局長 杉本 仁詞  次長 網川 昭夫 

担当 主 な 分 掌 

橋本 係長 ○中学校人事管理 

田島 係長 
○教職員の給与・旅費 

○事務指導 

徳高 

管理主事 
○小学校人事管理 

 

  －転出者の紹介－     

       学校教育担当指導主事   岡本  修典  （いじめ・不登校総合対策センターへ） 

        〃    指導主事  西墻   明   ＜文部科学省派遣＞（小中学校課へ） 

            非常勤職員  鍛治川典子 

  －転入者の紹介－    
      学校教育担当指導主事   長見 圭祐  （岩美町立岩美北小学校から） 

            非常勤職員  西澤 直子   

 週一回の「道徳の時間」の積み重ねが、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことにつながり
ます。「道徳の時間」を通じて、教師が子どもの心を支え、心を育て、心をつないでいきましょう。 

「道徳の時間」は、自分の姿を見つめる時間 「道徳の時間」は、心が響き合う時間 

「週一回の『道徳の時間』が待ち遠しい。」今年度もこんな言葉が、子どもからも教師からも聞こえ
てくる１年となりそうです。なぜなら「道徳の時間」は、心がふるえる時間だからです。 
「道徳の時間」の魅力を、年度はじめに、あらためて見直してみましょう。 

週一回の「道徳の時間」が待ち遠しい  

道徳的価値を基に自分自身を見

つめ、今の自分がどんな姿なのか

を発見できるんだよね。 

「道徳の時間」は、人生の地図を手に入れる時間 

人生の分岐点に立ったときに、自

分で道を選ぶための手がかりを手

に入れることができるんだよね。 

「道徳の時間」は、生き方を見つける時間 

「あんなふうに生きたい。」「あの

人のようになりたい。」という思い

が高まるんだよね。 

思ったこと、感じたことを伝えあ

い、一人一人の考えが深まるんだ

よね。 


